
文京区内遊園地コースター転落事故調査報告書（概要）

社会資本整備審議会 昇降機等事故調査部会事 故 の 概 要

○発 生 日 時 ： 平成２３年１月３０日 午後０時４０分頃
生 東京都 京 東京ド ズ ピ グ タ 「舞姫

【事故の概要】

○発 生 場 所 ： 東京都文京区 東京ドームシティアトラクションズスピニングコースター「舞姫」
○事故の概要： マッドマウス型のコースターに乗車していた男性１名が、約８ｍ下のコンクリート地面に転落し、病院

搬送後に死亡した。

○遊戯施設に関する情報
(１) 製造会社：マウラーゾーネ社
(２) 遊戯施設の種類 マッドマウス

【遊園地及びコースターの概要】

(７） コース最小回転半径：2.5m
（８） 座席安全装置 握り棒付き安全バ(２) 遊戯施設の種類：マッドマウス

(３) 1両あたり定員：大人４人
(４) 最高走行速度：39.6km/h
(５)  最高部高さ：10.675m
(６) 最大勾配：30度

（８） 座席安全装置：握り棒付き安全バー
（９） 建築確認済証交付年月日：平成１１年１１月２４日
（10） 検査済証交付年月日 ：平成１２年３月１４日

【調査の概要】

(６) 最大勾配：30度

平成２３年 １月３０日 文京区、昇降機等事故調査部会委員、国土交通省による第１回現場調査を実施
平成２３年 ２月 １日 昇降機等事故調査部会委員、国土交通省による第２回現場調査を実施
平成２３年 ２月 ３日 文京区、昇降機等事故調査部会委員、国土交通省による第３回現場調査を実施

その他、昇降機等事故調査部会委員によるＷＧの開催、ＷＧ委員、国土交通省による資料調査を実施。
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【コースターに関する情報】

事 実 情 報 と 原 因

【運行管理に関する情報】

○ 事故機の安全バー及びラチェットは、破損していなかったこと、
事故機の客席は、安全バーがかかっていれば、落ちることの
ない構造であったことから、当初から安全バーのロックがか
かっていなかったと考えられる

【 タ 関す 情報】

○ 運行管理規程、マニュアルには安全バーの具体的確認方法が
定められていなかった。

○ 運転者は安全バーの装着確認を目視のみで行い、触診等を
行っていなかったかっていなかったと考えられる。

○ 搬器から転落したと考えられる第３曲線部出口から第４曲線
部入り口における走行及び搬器の回転による水平加速度は、
製造者のコンピューターシミュレーションによると、最大1.4G
となる可能性があり、ロックがかかっていなければ、体を支え
る とは難 と考えられる

行っていなかった。
○ 教育は先輩アルバイトによる口頭の教育を主体としており、体

系的に安全管理を徹底する機会は設けられていなかった。
○ 安全バーが正しく装着されていなかったために発生した海外の

死亡事故の情報が、事故時の運行管理に反映されていなかっ
たることは難しいと考えられる。 た。

【原 因】

○ 被害者は、安全バーのラチェットがロックされていない状態で車両が発車されたことにより、前方に大きな遠心力が
かかる地点で、客席から投げ出され落下したと考えられる。

○ ラチェットがロックされなかった原因は、確実な確認方法が運行管理規定等に明文化されておらず、運転者に必要○ ラチ ットが ックされなかった原因は、確実な確認方法が運行管理規定等に明文化されておらず、運転者に必要
な教育が行われなかった結果、運転者がロックの確認を目視のみで行い必要な確認が行われなかったためと考え
られる。

○ なお、同型機における事故情報を安全対策に反映させる仕組みが不十分であったことも一因となっていると考えら
れる。れる。
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意 見

○ 国土交通省は、座席安全装置のロックを機械的に確認する装置の設置を含め座席安全装置の確実な装着の確認方法
について海外の規格の情報等を含めた検討を行い、必要な基準の改定、指針の策定等を行うこと。

○ 国土交通省は 遊戯施設の所有者に対して各施設ごとの運行管理規定等に安全装置の装着の具体的な確認方法を定○ 国土交通省は、遊戯施設の所有者に対して各施設ごとの運行管理規定等に安全装置の装着の具体的な確認方法を定
め、この教育を受けていることを運転者および運転補助者の要件とするよう指導すること。

○ 国土交通省は、海外、国内の事故情報等の安全に関連する情報を運行管理の見直しにつなげる方法等について検討
を行うこと。を行うこと。
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参 考 図

座席部分が回転しながら走行
する。

安全バーがロックされ始める位置置
(背もたれから約35cm）

被害者が搬器から転落したと思われるコース上の範囲

被害者が落下した位置

被害者が搬器から転落したと思われるコ ス上の範囲

4安全バーが開放されている状態


